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グランドグリーン株式会社（本社：愛知県名古屋市、代表取締役：丹羽 優喜、以下「グランドグリー

ン」）は、リージョナルフィッシュ株式会社（本社：京都府京都市、代表取締役社長：梅川 忠典）、株

式会社セツロテック（本社：徳島県徳島市、代表取締役：竹澤 慎一郎）と共同で、農林水産省より「令

和８年度先端技術の社会実装の加速化のためのアウトリーチ活動の展開委託事業（以下、「本事

業」）」を受託したことをお知らせいたします。 

 

 
 

グランドグリーンは、品種改良を加速させる技術であるゲノム編集技術の仕組みや食品としての安全性

について、消費者の皆様に理解を深めていただけるよう、これまでもイベントを通じた情報提供や勉強

会、意見交換会を実施してまいりました。 

また、今回共同で本事業を受託した 3 社は、ゲノム編集技術をはじめとする先端育種技術の社会実装を

目指す「スマート育種協議会」を通じて、賛助会員向けセミナーの開催や、研究開発・事業化を支援す

る助成プログラム「Get-RG」の実施などに取り組んできました。これらの活動を通じて、企業・研究機

農林水産省「令和８年度先端技術の社会実装の加速化のための 

アウトリーチ活動の展開委託事業」を受託 

リージョナルフィッシュ、セツロテックと共にゲノム編集食品の消費者理解促進に取り組む 
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関等における技術理解の促進と、ゲノム編集技術の社会実装を後押ししています。 

 

他方で、バイテク情報普及会が 2025 年 10 月に実施した消費者調査（*1）では、ゲノム編集食品につい

て「全く知らない」「内容はあまり知らない」が 9 割超に上り、ゲノム編集食品へのイメージについて

は「特に何のイメージも持っていない」が約半数を占めるなど、まだまだ認知度が低いという現状があ

ります。また、同じくゲノム編集食品へのイメージについて「怖い・悪い」「どちらかと言えば怖い・

悪い」と回答した方の約半数が、その理由として「よく知らない、情報が不足しているから」と回答し

ています。 

今回、異なる分野でゲノム編集技術を用いた品種改良に取り組む 3 社が連携して本事業に取り組むこと

で、様々な分野における品種改良に関する知見や事例を持ち寄りながら消費者への情報発信を行うこと

で、ゲノム編集技術に対する消費者理解の促進に貢献してまいります。  

(*1)出所：バイテク情報普及会「遺伝子組み換え／ゲノム編集食品に対する消費者の意識調査（2025 年

実施）」（https://cbijapan.com/news/6253/） 

 

【本事業の概要】 

本事業は、品種改良加速技術（ゲノム編集技術）等の先端技術の社会実装に向けて、専門家と消費者や

関係業界とのサイエンスコミュニケーション等を実施するとともに、国民向けに先端技術を平易に伝え

る解説動画等のコンテンツを作成し、広く国民に情報発信等を行い、消費者理解の向上を図ることを目

的としています。 

 

本事業における主な実施内容は以下の通りです。 

1. 専門家による消費者・関係業界への出前講座の実施 

2. 消費者とのオープンラボ交流会の実施  

3. わかりやすいコンテンツの制作・情報発信  

4. アンケート調査・分析  

5. 食品製造、流通業者等による検討会の実施 

 

具体的には、大学生・高校生を対象とした出前講座の実施、消費者・メディアを対象とした試食会の開

催、消費者を対象とした各社の研究施設の見学会などを予定しております。 

（これらは本事業で予定している実施内容の一部であり、実施内容は変更となる場合があります。） 

 

【スマート育種協議会について】 

スマート育種協議会は、ゲノム編集技術をはじめとする先端育種技術の社会実装を推進するため、企

業・研究機関等が連携して活動する団体です。技術や制度に関するセミナー、会員間の情報交換、研究

開発・事業化を支援する助成プログラム「Get-RG」などを実施しています。ゲノム編集技術の活用を検

討する企業・団体を対象に、賛助会員を募集しています。 

スマート育種協議会：https://www.sbc.bio/ 

Get-RG：https://www.get-rg.tech 
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 グランドグリーンとは 

グランドグリーンは、次世代の農・食を創造する、研究開発型アグリバイオスタートアップです。

地球規模の気候変動に迅速に対応するため、先端育種テクノロジーを用いて、急速に変化する環境

に適応できる革新的な作物品種の開発・実証を行っています。創業当初から、あらゆる作物でのゲ

ノム編集技術の活用を目指し、現在ではトマトやイネなど 10 種以上で作物品種のゲノム編集に成功

しています。また、作物分野における CRISPR-Cas9 の独占実施許諾権を持つコルテバ社／ブロード

研究所の両者から商用ライセンスを取得済みです。これにより、全世界での CRISPR-Cas9 特許への

アクセスが可能となり、研究開発から新品種の商用化までをワンストップで提供しています。 

引き続き、「Envision Future Plants 〜未来の植物を描こう」をスローガンに、作物品種の迅速な開

発を通して世の中に貢献して参ります。新たな価値創出を共に目指す開発パートナーおよび事業パ

ートナーを随時募集しています。 

 

 

 会社概要 

会社名    グランドグリーン株式会社 

事業内容    作物の新品種創出 

設立年月    2017 年 4 月 

本社所在地  愛知県名古屋市千種区東山通五丁目 112 番地 

代表者    代表取締役 丹羽優喜 

URL    https://www.gragreen.com/ 

 

 

本件に関するお問い合わせ先 

 

グランドグリーン株式会社 ソリューション事業部 原田 

MAIL: info@gragreen.com / TEL: 052-753-3870 
 

https://www.gragreen.com/

